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環境会議

１月２２日､初めての試みで､茨城県が実施している｢節電診断｣を受けてみました｡

各職場を巡回して､様々な問題点を指摘していただきました｡ アドバイザーが最初に指摘され

たことは､エアコンではなくコンプレッサーでした｡ 診断前､コンプレッサー内の空気を一番

使用する作業は､機械等の設備を使用した作業だと思っていました。 実は､エアーを吹き

かけてほこりを払う作業が､最もエアーを使用するそうで､そうした作業を行ったとき確かに､

コンプレッサーが動きはじめることを確認しました｡ 空気タンクの容量を増やしたり､配管

からの空気が漏れ出ることをチェックする必要があると感じました｡ 常夜灯も検討が必要

です｡ 少人数の作業では､部屋に仕切りをして､エアコンの稼動を押える手法など､たくさんの

意見をいただきました｡ 推奨事項を検討し､出来る事から実施して行きます｡

シェイクアウト訓練を実施しました

２月４日 午前１１時５分 緊急事態への対応として､水戸市全域で実施された

       訓練 参加     水戸市内 約  万人 市民 一斉 防災 意識 

高        時 分   分間    自分 身 守 訓練       瞬間  自分 

     行動   一番安全  考  行動  訓練 行      緊急時     

   訓練 効果的       既 立証       今後 定期的 行     

今月の美化活動 1月23日に行ないました

１月の美化活動は､本社工場の営業グループ､資材グループ が

北側駐車場､隣接する公園付近の清掃､道路脇に落ちていた空缶

などを拾いました｡ 冬になり､朝晩めっきり寒くなりましたので

昼過ぎに実施しました｡ 当面は､この時間帯に実施したいと思います｡

次回は､２月２０日 午前１１時３０分より､機械グループ､技術

グループの皆さんで実施する予定です｡

社長コメント ～ 冬場の温度管理を徹底すること ～

２０１５年度の活動も､残り二ヶ月間となりました｡ 目標のうち､４項目は順調に推移して

いますが､電気使用量の目標達成は､微妙な状況です｡ 今現在は､達成率で１０１％､電気量に

置き換えると､３,０００Kwhで､皆さんの協力如何で達成できる範囲にあります｡ 冬場の

厳しい時期ですが､空調の温度管理をはじめ､身の回りの節電に注意して作業願います｡

今月の環境用語 「緊急対応」

環境マネジメントの用語で､地震や火災､自然災害を想定して準備することを言います｡

当社は､化学物質や燃料などをタンクに貯蔵するなどの設備はありませんが､火災などで

近所の方々に迷惑をかけないことが､地域の環境保全に大切な活動といえます｡

今月の環境目標進捗状況


